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間

分

析

事、
』

均

衡

概

念

青

山

秀

夫

序
奮
稿
「
貨
幣
数
量
読
の
到
睦
化
と

L
て
の
期
間
分
析
」
(
料
消
論
議
、
昭
和
十
四
年
八
月
、
四
九
ノ
一
一
)
に
於
て
私
は
ケ
イ
ン
ズ
封
ロ
バ
ア
ト
ソ
シ
白
諭

事
に
闘
し
て
一
ワ
白
考
申
告
を
試
み
た
。
卸
ち
、
需
嬰
と
惜
給
と
が
一
致
す
る
ー
と
こ
ろ
に
偵
格
が
定
ま
る
と
い
ふ
法
則
は
、
料
油
川
麹
動
品
棋
に
於
て
も
、

常
に
成
立
す
る
と
こ
る
の
自
明
の
事
貨
で
る
づ
て
、
比
四
自
明
白
事
貨
と
そ
動
準
的
債
椅
形
式
過
程
の
究
明
に
際

L
て
そ
の
出
滋
貼
を
な
す
の
で
あ
る

が
、
期
同
分
析
は
そ
臼
う
ち
に
此
白
事
貨
を
許
容
し
得
ざ
る
如
き
構
遣
を
有
ナ
る
。
少
〈
と
も
「
期
間
分
析
」
白
方
法
を
私
が
そ
こ
で
理
解
し
た
如
き
意

味
白
も
白
と
僻
ず
る
限
り
さ
う
で
る
る
。
表
面
上
、
ケ
イ
ン

r
封
ロ
バ
ア
ト
ジ
ン
の
論
争
は
、
貨
幣
故
主
設
的
構
想
が
投
資
財
倒
格
水
準
の
問
題
に
適

用
し
得
る
か
否
弘
山
、
に
闘
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
一
歩
立
入
っ
て
考
へ
れ
ば
、
問
題
由
本
質
は
恰
も
此
白
黙
に
存
し
た
と
僻
さ
れ
点
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈

由
如
き
が
醤
稿
に
於
け
る
私
自
問
題
翻
姑
に
他
な
ら
ぬ
が
、
最
近
相
次
い
で
公
に
さ
れ
た
ヒ
ヴ
ク
ス
及
び
リ
シ
ダ
ア
ル
の
著
書
は
、
此
D
問
題
に
ワ
い

て
夫
ミ
白
立
場
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
本
稿
の
向
的
は
、
此
白
中
後
者
の
主
張
を
か
か
る
方
法
的
問
題
に
つ
い
て
紹
介
批
判

L
、
こ
れ
に
因
ん
で
自
己

へ
件
此
)

の
見
解
を
一
居
詳
細
に
展
闘
す
る
と
と
に
あ
る
。

盆

一
『
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L
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a
m
w
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E
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w
s
m
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回
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『
司
、
岡
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W
M
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巴
ロ

E
E
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E
&
E
E
Fぬ

J
『

F
2
4
1
冨
O宮
司
自
白

0
1
z
r
H也
出
却
諭
此
白
二
つ
の
佳
目
す
べ
き
業
績
が
再
ミ
に
提
示
す
る
と
こ
ろ

は
草
に
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
現
代
揮
済
理
論
が
合
む
限
り
の
晴
ん
ど
凡
て
の
問
題
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
向
ヒ
ツ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
都
合

上
、
詳
論
し
得
な
か
っ
た
が
、
何
れ
改
め
て
そ
の
機
官
を
得
た
い
主
思
っ
て
ゐ
る
。

「
期
出
分
析
」
|
|
今
比

ω一
一
言
葉
主
別
白
機
留
に
規
定
し
た
意
味
に
使
用
す
ム
ー
ー
の
方
法
心
強
民
と
そ
の
批
判
史
と
に
つ
い
て
、

期
間
分
析
と
均
衡
概
念

傍
四
競

抽
胤
め
説
明
主
加
へ
て
置
く
こ
と
が
必
一
安
で
あ
る
。
期
間
分
析
の
方
法
の
創
始
は
少
〈
と
も

D
・
H
・
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
「
銀
行
政
策
と

F、
七

第
五
十
巻

四
八
九

開

島

拙稿、 Lロ パ ア ト ソ シ の 物f酉贋勤理論一部補盤動調諭白方法として D 所謂期
間分析由意義について寸(組酔論議、昭和イ回年七月、四九ノー)事照。

主〕



期
間
分
析
と
均
街
概
念

第
五
十
巻

帯
四
腕

四
九

O

ノ、
F、

『詰一〕

侭
格
水
準
」
(
一
九
二
六
年
)
に
ま
?
湖
り
得
る
が
、
然
し
と
と
で
は
リ
Y

ダ
ア
ル
と
ミ
ユ
ル
ダ

7
?と
の
論
争
を
問
問
制
す
れ
ば
充
分
で

あ
る
。
リ
ン
ダ
ア
ル
は
1

貨
幣
政
策
の
方
法
」
(
一
九
一
一
-
O
年
)
に
於
で
有
名
弁
ヴ
イ
グ
セ
ル
的
累
積
損
程
の
瑚
論
的
再
構
成

P
試
み
た

が
、
此
際
彼
は
失
の
如
き
構
想
を
用
ひ
た
。

「
動
端
的
組
過
を
分
析
ナ
る
に
首
っ
て
晋
ミ
は
、
曲
目
箇
過
が
描
品
て
恒
い
捌
間
に
細
分
さ
れ
、
且
そ
の
期
聞
の
姐
き
は
、
債
格
に
間
接
影
響
す
る

諸
保
件
並
び
に
倒
格
白
値
が
期
間
巾
弔
援
?
自
己

M
E
m
L
E
E
o
y
宮内
5
3
と
宥
倣
ず
に
差
文
へ
な
い
穏
で
あ
る
'
と
す
る
。
犯
つ
で
奥
枠
及
び
慣
格

自
問
担
割
位
一
切
或
る
期
間
か
ら
他
の
期
間
へ
の
抽
移
時
貼
(
片
岡
E
U
E吉田】
O百四
3
Z
Z
Zロ
官
E
P
)
に
於
て
起
る
と
偲
定
さ
れ
る
。
か
〈
て
償
措
の

渡
展
は
握
味
的
債
格
概
況
の
系
列
(
伊
百
コ

E
t
E
2
2
E
M
O
Y
R。
担
古
色
OE)
と
し
て
表
し
得
る
。

此
の
上
に
何
吾
ミ
は
、
此
撃
の
短
い
期
間
中
白
何
れ
に
於
て
も
諾
側
人
が
期
間
中
支
配
す
る
慣
格
に
つ
い
て
完
舟
な
る
知
識
在
有
す
る
と
在
、
ま
た

彼
等
の
供
給
及
世
需
要
に
闘
す
る
行
動
は
此
等
の
償
格
が
命
ず
る
如
き
も
の
に
定
め
、
b
れ
る
と
去
を
仮
定
す
る
。
従
っ
て
と
と
に
は
詩
個
人
が
意
圃
ず

る
行
動
と
現
貨
に
成
立
ナ
る
償
給
と
の
聞
に
阻
酷
同
生
じ
な
い
。
か
く
で
期
間
中
供
品
仰
と
需
要
と
白
一
一
世
が
存
ず
る
主
い
ふ
意
味
に
於
て
、
債
格
欣
況

は
均
衛
枇
態
で
あ
る
。

か
〈
の
加
〈
に
し
て
慣
格
形
成
は
夫
、
、
の
期
間
に
封
L
て
一
組
づ
り
成
立
つ
と
と
る
の
肯
程
式
白
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る
。
或
る
期
間
か

ら
他
の
期
間
に
亙
っ
て
行
は
れ
る
ー
と
こ
ろ
の
諸
更
の
個
別
債
格
並
び
に
慣
格
市
準
の
費
動
仕
債
格
形
成
時
件
の
密
閉
に
依
存
ず
る
が
、
此
白
慣
格
形
成

時
件
の
費
動
た
る
や
、
上
記
の
却

f
、
商
期
聞
の
問
の
推
移
時
慰
忙
於
て
起
る
k
恨
定
吉
れ
る
の
で
あ
る
。
」

此
の
想
定
白
下
で
は
、
先
づ
、
経
消
費
動
は
不
連
続
的
・
問
敬
的
・
孤
立
的
忙
起
る
と
と
ろ
の
務
動
の
集
積
と
宥
倣
さ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
愛
動
は
時
制
に
於
て
の
み
起
り
、
矧
聞
に
亙
っ
て
線
総
し
な
い
。
戎
る
相
営
忙
長
い
明
間
を
と
っ
て
見
れ
ぽ
、
そ
の
期

問
。
上
に
変
動
時
臨
が
均
等
に
、
正
し
い
原
聞
を
隔
て
て
分
布
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
費
勤
時
賄
と
そ
れ
忙
隣
接
す
る
竣
勤
時
馳
と

一
切
が
不
後
で
あ
る
。
然
、
も
リ
ン
グ
ア
ル
忙
よ
れ
ば
此
の
車
位
期
聞
を
充
分
短
〈
と

る
た
ら
ば
、
此
の
擬
制
も
現
寅
忙
相
営
に
接
近
し
得
U
V
o

の
聞
に
横
は
る
期
間
中
は
、
債
格
を
合
め
て
、

F.，恥 Linrlahl~ Penningpoliliken"l Mei-lel. Lnnd 1930 但色町入手 L難き好著
を 調し得た四は、東村堆吉歌授白骨女子意による。〉 何 Lindnhl: Stt1dies 
in til-e" Tl1eory o{ Money and Capital. Part 11. The Rate of InteI'est and 
the Frice Level はその部分的実課で島る。
Medel， s. 31. Money and Capital， pp. 158-159 
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市
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n
汗

t
M
H

p
r
u

古

川

町

匂

r
p
k
h
b

一一例と

L
τ

ロ
パ
ア
ト
ソ

y
の
所
謂
「
不
拒
の
費
木
形
成
」
(
〉
げ
O
E
Z
F
m
n
r
E
m
)
に
可
い
て
の
リ
シ
グ
ア
ル
の
説
明
を
と
ら
よ
ソ
。
今
、
貯
蓄
性
向
叩
芯

E

1

山

口

白

h
団

の
み
帯
法

L
、
指
も
此
の
噌
準
は
持
縞
的
と
期
待
さ
札
、
其
他
円
事
情
は
、
同
琵
貼
と
し
て
揮
ら
れ
た
静
盤
的
般
態
か
ら
φ
し
も
輔
慣
ら
ぬ
と
す
る
。
従
比
一
ト
者
ト
初
出

っ
て
投
合
も
ホ
不
一
揮
で
あ
る
。
此
場
合
若
し
貸
付
利
子
歩
合
が
従
前
回
決
準
長
維
持
し
て
ゐ
る
土
す
れ
ば
、
此
の
結
果
(
柑
曲
第
苦
情
格
目
蓄
は
下
登
3

訪
問
畑
町
一
昨

P

0

3

苦
t

る
こ
司
と
に
な
ら
ろ
。
何
故
か
な
れ
ば
、
作
業
者
向
制
時
串
計
算
会
支
配
す
る
も
の
は
骨
付
刺
干
舟
告
の
高
き
で
あ
る
が
、
此
円
高
吉
不
艶
な
る
が
敢
に

j

m

恥
英
司

生
産
事
情
は
宇
品
ら
ず
、
従
っ
て
消
費
財
生
産
高
は
、
貯
草
付
加
に
よ
り
消
費
支
問
減
少
す
る
に
拘
ら
て
不
一
型
に
止
る
か
ら
で
あ
る
o

か
〈
て
消

t
J駒
山

費
財
個
格
水
準
が
下
落
す
る
か
ら
、
白
熱
費
本
町
債
格
水
準
も
亦
下
落
L
、
此
結
果
意
外
出
損
央
を
生

γ
る
か
ら
、
粘
同
純
貯
蓄
は
、
貯
苦
性
向
の
帯
一
M
M
M前
山

工

n

は
P

越
に
拘
ら
ず
、
従
前
と
控
ら
ぬ
と
と
と
な
る
。
新
貨
物
投
資
は
起
、
υず
、
貯
蓄
は
貨
を
結
ば
な
い
。
更
に
リ
ン

r
ア
ル
は
衣
の
如
〈
殺
べ
て
ゐ
る
。
「
分
明

p
s
z
g

、x
I
m
n

析
を
梓
易
な
ら
し
め
る
嬬
に
、
晋
ミ
は
此
の
経
過
を
三
つ
の
段
階
に
区
分
し
た
。
一
つ
は
、
或
る
期
間
よ
り
仙
の
期
間
へ
の
推
移
時
黙
に
於
川
て
起
る
は
可
白
山
川
面

て

ロ

~
j
u

ー
と
と
ろ
の
、
利
潤
及
び
損
失
を
伴
ふ
債
格
下
落
で
あ
り
、
他
は
、
需
要
と
供
給
と
が
現
行
倒
絡
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
傾
定
さ
れ
た
場
合
、
期
間
中
執
D

U

凶
臼

d
E

t
t
 

行
は
れ
る
取
引
で
あ
盟
、
夫
、
、
の
期
間
を
罰
ピ
て
此
等
の
債
格
は
平
獲
で
あ
る
。
此
円
相
過
は
、
貯
蓄
の
大
き
が
麗
ら
ヂ
利
子
歩
合
が
据
置
か
れ
る
限
っ
一
一
同
町
山

陀

e
a
む

叩

p
、
更
に
繰
返
さ
れ
る
C

」

弛

九

州

何
h
恥
ι川
島

し
か
し
リ
ン
グ

1
ル
の
構
想
は
一
居
詳
密
で
あ
る
。
経
鍋
宇
箪
忙
期
聞
に
分
割
す
る
に
止
ま
ち
ゃ
、
此
等
の
期
間
は
夫
々
謂
は
ば

均
衡
期
間

(220V向。
2
2
2
v
E
E主
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
、
諸
個
人
が
晴
朗
め
債
格
に
閲
し
て
充
分
な
る
知
識
を
有
し
、
そ
の

使
格
に
悲
い
て
態
度
を
決
定
す
る
以
上
、
需
要
と
供
給
と
が
一
致
し
、
そ
の
結
果
均
衡
が
成
立
す
る
、
と
偲
定
さ
れ
、
更
に
此
の
均

術
は
、
期
間
中
興
件
が
輔
出
動
せ
や
と
い
ふ
前
提
に
よ
っ
て
、
そ
の
安
定
性
を
保
読
さ
れ
る
。
(
勿
前
此
円
安
定
性
は
品
開
め
て
短
い
期
間
中
に

於
い
て
し
か
保
設
さ
れ
な
い
J
か
く
て
リ
ン
グ

1
1
N
が
後
陀
均
衡
的
方
法

(
Z
E
r
r
E
B
B
a
v邑
)
と
名
付
け
た
此
の
方
法
は
、
動
率
的
経

過
の
均
衡
期
間
へ
の
分
割
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

リ
ン
グ
ア
ル
の
分
析
方
法
は
略
と
上
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
此
の
例
解
が
適
切
に
示
す
通
り
、
そ
の
方
法
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
そ

れ
と
根
本
に
於
て
類
似
し
、
た
だ
そ
の
構
造
を
恨
誌
に
よ
っ
て
明
か
左
ら
し
め
た
に
過
ぎ
左
W
D
こ
れ
に
つ
い
て
吾
々
は
論
宇
ペ
き

期
間
分
析
と
均
街
概
念

樺
五
十
巻

四
プじ

第
四
観

F、
九
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期
間
分
析
と
均
時
概
念

第
五
十
巻

第
四
鵠

:Iu 
O 

四
ブむ

言
葉
主
持
た
ね
わ
け
で
は
-
左
い
が
、
然
し
順
序
と
し
て
暫
く
ミ
ユ
作
ダ
ア
ル
心
此
貼
に
つ
い
て
の
リ
ン
グ
ア
ル
批
判
に
耳
を
傾
け
る

と
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
問
題
が
今
日
見
る
形
に
ま
で
掘
下
げ
ら
れ
る
に
到
っ
た
功
績
は
.
た
し
か
に
ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
の
捨

ふ
と
こ
ら
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
彼
白
批
判
は
市
引
の
通
り
で
あ
日
常
)

「
リ
シ
グ
ア
ル
は
勤
端
的
経
過
主
ニ
ワ
白
、
互
に
絶
え
ず
交
替
し
合
ふ
モ
メ
シ
ト
に
分
つ
。
便
宜
上
と
こ
で
は
こ
恥
を
モ
メ
シ

T
A
及
び
を
メ
ン
ト

B
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。
モ
メ
シ
ト

A
は
無
時
間
的

(
z
a
z
r
N
E
Fる
で
あ
D
、
モ
メ
シ

f
B
D
聞
の
移
り
行
き
を
表
す
に
過
ぎ
血
。
こ
れ
に
反

し
て
そ
メ
ン

I
E
は
無
時
間
的
で
な
〈
、
た
だ
『
短
い
』
と
い
ふ
だ
け
で
あ
る
。
訴
し
モ
メ
シ
ト
A
の
中
に
は
、
倒
ミ
円
企
業
者
の
縁
想
し
な
か
っ
た
艶

、
、
、
、
、
、
.

勃
が
一
切
合
ま
れ
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
争
経
過
が
そ
と
に
合
宮
れ
る
。
蓋
し
モ
メ
シ
ト

B
の
下
で
は
侭
定
に
よ
っ
て
償
格
・
供
給
・
需
要
の
聞
の
均

衝
が
完
全
に
支
配
す
る

1
1特
に
費
本
市
場
に
於
て
掠
り
ー
ー
ー
か
ら
で
あ
る
。

苫
て
今
同
組
と

L
う
つ
る
る
如
き
州
場
合
に
於
可
は
貯
蓄
融
出
動
よ
り
止
ず
る
一
切
白
償
給
捕
出
動
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
〈
現
れ
つ
〈
す
、
と
こ
ろ
の
、
無
時

間
的
な
A
毛
メ
シ
ト
が
出
品
出
勤
扶
況
白
世
田
中
に
於
て
(
同
V
]
巴
百
三
四
宮
唱
]
問
問
。

F
E
a
m『
〉
里
四
回
口
間
以
置
明
日

]Vえ
)
起
句
。
。
'
と
こ
ろ
で
此
の
無
時
間

的
組
過
は
比
白
場
合
、
分
析
さ
れ
ざ
る
ま
ま
に
放
置
さ
か
る
。
そ
こ
で
は
均
街
世
態
が
支
配
し
蟻
且
さ
れ
ざ
る
輔
出
動
は
生
ぜ
由
主
前
相
挺
さ
れ
る
と
ご
ろ

の
B
モ
メ
ン

f
は
、
其
後
に
生
ず
る
と
恨
定
さ
払
る
。
此
の

B
モ
メ
ン
ト
に
於
て
リ
シ
グ
?
ル
は
禿
本
市
場
白
均
衡
を
考
(
ょ
う
と
す
る
が
‘
比
の
均

揖
は
前
提
自
世
に
艇
に
合
ま
件
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
乍
ら
最
初
の
A
モ
メ
ン
ト
が
青
む
錘
酬
の
劫
困
は
引
続
き
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

B
tマメ

シ
ト
に
4

引
い
ぞ
突
如
(
句

Eu--m守

W

】

UFO-rrnFV
新
し
い
A

モ
メ
ン
ト
が
起
り
、
そ
こ
で
再
び
一
切
の
控
勤
が
無
時
間
的
に

H
刺
す
と
こ
ろ
な
く
起
り
、

更
に
赤
E
モ
メ
ン
ト
が
そ
れ
に
続
き
、
以
下
同
様
に
し
て
無
限
に
繰
返
さ
れ
る
。

此
白
方
法
は
認
識
で
あ
り
、
躍
に
如
何
な
る
場
合
に
あ
っ
て
も
款
巣
的
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
先
づ
、
既
遁
D

遁
り
、
説
明
さ
る
べ
き
も
の
が
説
明

さ
れ
ず
に
鈍
さ
れ
る
。
然
し
真
に
問
越
が
存
ナ
る
‘
何
故
に
R
モ
メ
ン
ト
は
訴
し
い
A
号
メ
ン
ト
に
移
行
す
る
か
、
ま
た
何
故
に
そ
れ
は
最
初
か
ら
生

ピ
な
い
の
で
あ
る
か
?
抑
ミ
却
に
し
て

E
モ
メ
シ
ト
は
A

モ
メ
ン

T
か
ら
成
立
し
持
る
の
で
あ
る
9
何
故
に
均
衡
の
値
観
は
謹
績
的
で
な
い
白
か
?
原

則
的
に
個
ミ
白
川
収
入
乃
至
支
出
の
問
来
事
は
夫
ミ
強
見
さ
れ

rる
時
四
動
で
な
い
の
で
あ
る
か
9
・」

「
と
こ
で
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
如
き
性
質
の
経
過
を
冊
究
ず
る
唯
一
の
可
能
性
は
明
か
に
或
る
欣
態
に
於
け
る
傾
向
乃
至
は
成
る
枇
態
か
ら
他
の
献

趨
へ
の
(
却
ち
或
る
期
間
中
白
)
謡
勤

(
Zロ
骨
ロ

E
E
E
E
E官
、
司
-4!
昔日
E
H
O品戸
J
S
E
D
R同
区
間
。

E
-
Z
E
E
r仏
4
ω

ロ
E
2
2
宮
口
邑

1
1
e
n
J
p
b骨
ロ

N
E
5
2
5旦

E
m
g
r
d匂・白
F
o
p
t四戸ロ四
4
Q
ロ

E
P
O
B
E唱
日

g
p
o
;
E
0
5
2
ら

V
E
J
S
E
E百
円

F
2
0日
と
を
軒

J，inoahlも此箇所を引用してゐる。
Merlel， s. 75. Money and Capital， p. 29.i:i. 
尤も内容的には、貨幣敷量詑を探るか杏かについて大なる相蓮がある。
(Medel， 5. 106 ff. Money and Capital， p. 2J5 参照)。質際 RoberbonC')期
間53砂?と瑞典串祇白そ恥とは此白貼で大きな相違を有ナるが、それはとこで

6) 
7) 



究
ず
る
ζ

と
だ
け
で
あ
る
。
」

ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
の
リ
ン
グ
ア
作
批
評
は
以
上
白
如
く
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
市
場
現
象
と
し
亡
。
債
格
形
式
過
程
と
諸
個

人
の
経
消
的
考
量
及
び
そ
れ
に
基
づ
〈
経
済
活
動
(
需
要
供
給
に
つ
い
て
の
態
度
の
決
定
)
の
過
程
と
は
概
念
上
匝
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
し
、
ま
た
か
か
る
匝
別
が
認
め
ら
れ
れ
ば
と
そ
、

H
Y
ダ
ア
ル
は
債
格
闘
型
動
過
程
と
経
済
取
引
が
行
は
れ
る
過
程
と
を
時
間
的
に

極
別
し
、
雨
者
主
夫
々
孤
立
的
に
取
扱
は
う
と
し
た
の
で
あ
ち
う
。
然
し
乍
ら
此
D
三
つ
が
現
買
に
於
て
複
雑
な
る
相
互
作
用
関
係

に
立
つ
こ
と
は
直
ち
に
明
か
た
事
資
で
あ
る
し
、
然
も
債
格
蝋
出
動
は
恰
も
債
格
の
決
定
と
需
給
の
態
度
の
決
定
と
白
二
つ
の
過
程
D

相
互
作
用
に
於
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
相
互
作
別
刷
聞
係
を
明
か
に
す
る
と
と
は
経
消
竣
動
現
論
の
基
本
的
課
題
の
一
つ

で
在
け
れ
ば
た
ら
由
。
り
ン
グ
ア
ル
の
分
析
に
於
て
此
の
相
互
作
用
関
係
は
問
題
の
範
囲
か
ら
取
去
ら
れ
、
等
ゐ
岡
越
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
の
此
の
制
忙
つ
い
て
の
批
評
は
世
間
っ
て
ゐ
る
と
せ
ね
ば
左
ら
印
刷
。
更
に
亦
此
の
問
題
に
し
て
答
へ

ら
れ
ぬ
限
り
、

A
モ
メ
ン
ト
と

B
毛
メ
Y

ト
と
の
聞
の
関
係
も
謂
は
ば
木
に
竹
を
継
い
だ
如
き
閥
係
を
腕
し
得
ね
の
で
あ
る
か
ら
、

ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
白
批
判
。
重
貼
は
と
己
忙
存
し
た
と
見
ら
る
ペ
骨
で
あ
り
、
而
し
て
亦
そ
れ
は
正
し
い
い
批
判
と
認
め
ら
れ
上
う
。
要

す
る
に
と
よ
そ
グ
ア
ル
の
設
〈
如
く
、
り

y
ダ
ア
ル
の
岡
式
は
、
「
貨
幣
理
論
的
に
重
要
な
の
は
縫
動
の
生
起
(
前
に
な
さ
か
た
品
開
想
。

組
踊
)
で
あ
る
忙
拘
は
ら
や
、
此
の
方
法
を
以
て
は
此
の
縫
勤
E
把
握
し
得
ね
黙
に
於
て
」
、
殺
果
的
で
在
い
の
で
あ
る
。

(
註
-
)

こ
の
場
合
ツ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
オ
ス
キ
イ
が
不
比
例
詑
(
消
費
過
少
詑
批
判
)
論
散
に
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
者
式
の
構
想
E
利
用
し
た
事
買
が

想
起
さ
品
る
か
も
知
れ
な
い
。
(
事
照
、
鎚
本
陣
語
、
英
幽
恐
慌
史
論
、
静
三
編
、
第
一
章
)
。
叉
同
様
に
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
も
事
そ
の
投
費
過

剰
設
の
詑
別
に
首
っ
て
類
也
白
表
式
を
叩
引
用
し
て
ゐ
る
。
日
宮
内
吾
。
同
E

巴
日
開
晶

-wEE吉
唱
ご
D
E
E
m
E
〈
胃
E
-吉
岡
院
何
百
『
口

E
2
4司巴
f

F
F
B
O】

-mp
」
『
同
町

M
E岳
w

旬
以
V
M
出
品
、

3
o
p
団
凶
小
向
島

L
比
白
事
貨
は
差
常
り
五
同
ミ
の
常
面
白
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

期
間
分
析
と
均
街
概
念

第
五
十
巻

第
四
観

:lu 

四
九
三

の問題ではない。 1~j Lindahlと Robertson白聞の謹絡は明かにし難い。
ここで Myrdalは上記の貯蓄噌加白場舎の例について批刊を匙めてゐる。
G. Myrdal: Der Gleichgewichtsbegriff al!o In沿trumenttler gelclthεoretischen 
Analyse， Beitrage zur Geldtheorie， hrg. von F. A. 1王ayek，193J， SS. 430-
43 1 . 向 Lind乱hl は事貨に掛て此~ Myrdal 白批判を承認 Lてbる。 Cf.
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期
間
分
析
と
均
衛
概
念

dm五
十
巻

四
九
回

第
四
鵠

大4

(
話
=
)

と
こ
に
は
の
5
5
2
冨
Z
E
-
-
C
E
官回目白岡『
E
3
F
K
』
凶
目
当

Z
E
E
-
5
0
z
z
g
J
2
5
m
F
晶

3
E目
、
二
百
E
F
E
u
官
自
E岡田

商

F
E
E
E
E
v
r
同

Evrロ
p
t
e
u
y
〈

4
3
n
N
品
目
。
の
殺
症
を
そ
の
玄
金
引
用
す
る
。
彼
白
請
丈
巴
02同
口
]E。22回おわ吾v唱
5
n岳F
σ
Z叫唱同=炉局同

凶巴巴】F仏
同

FロE
v乙号円可E『E討
自

E
向仏骨。
RH
肉唱ω巴日
E〔品戸
喜{Fv宮。E。
EE戸E
】

伎
遮
は
ζ

れ
に
割
脚
熔
酷
L
て
ゐ
る
。
参
問
さ
れ
れ
v
た
い
Q

リ
ン
ダ
ア
ル
の
方
法
が
上
記
の
如
曹
紋
陥
を
布
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
に
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
現
質
化
の
潟
に

は
リ
ン
ダ
ア
ル
の
俳
恕
の
-
切
の
放
棄
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
れ
は
何
ら
か
の
修
正
に
よ
っ
て
救
は
れ
得
る
で
あ
ら

う
か
。
リ
ン
グ
ア
ル
自
身
共
後
論
じ
て
ゐ
る
校
向
、
此
の
方
法
が
静
率
的
理
論
を
直
接
に
動
島
市
化
し
よ
う
'
と
す
る
に
有
数
で
あ
り
、

然
も
「
厄
介
た
エ
ク
ス
・
ア
ン
一
ア
及
び
エ
ク
ス
・
ポ
ス
ト
の
則
一
商
法
し
が
此
際
問
避
さ
れ
弓
(
此
の
二
一
柑
の
純
障
は
完
査
な
相
識
が
疎
想
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら
絶
え
ず
一
致
す
る
)
貼
に
於
て
長
所
を
有
す
る
と
と
は
争
ひ
難
ぐ
、
更
に
亦
、
「
動
接
的
議
展
の
荒
筋
だ
け
鍍
池
し
上
う
ム
」
す

る
場
合
」

(
4
F
E
Z
E自
民

P

骨
忠
臣
官
E

。
巳
可
。
『

F
O
E
E
E
R
O
ご
身
Z
B目
白
骨
耳
目
。
H

凶
器
Z
)
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
結
果
は
大
友

る
誤
差
を
生
ず
ね
か
も
知
れ
左
い
。
然
し
そ
れ
が
近
似
的
結
川
市
》
血
(
へ
る
に
止
ま
る
と
と
は
明
か
で
あ
り
、
そ
の
誤
差
も
無
視
し
得

る
と
は
強
め
断
言
し
難
い
。
己
と
に
於
て
形
式
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
無
難
に
し
て
且
一
般
的
在
方
法
を
形
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

此
の
方
訟
の
も
つ
弱
黙
の
大
さ
を
同
質
す
る
必
要
が
生
中
る
。
然
ら
ば
此
の
意
味
に
於
け
る
修

E
は
如
何
た
る
方
針
忙
従
っ
て
周
摘
さ

る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
明
か
な
の
は
、
「
期
間
L

概
念
の
取
扱
ひ
で
あ
る
。
い
ふ
士
で
も
無
〈
、
矧
聞
が
そ
れ
自
開
何
ら
の
経
倒
的
意
味
を
有
せ
や
、

動
態
的
経
過
の
期
間
へ
の
分
割
が
形
式
的
に
止
る
限
り
に
於
て
は
、
期
間
概
念
を
導
入
す
る
と
冒
と
に
問
題
仕
左
い
。
た
だ
そ
れ
が
例

Lindahl.: Money and Capital， p. 69 
Lindahl・Moneyand CapitaJ， tp. 68-69. .f，.jことでト記白方世は ι均構的方
法寸 (equiUbriurnmethod)，よ P精確には第二日均衡的方法と呼ばれてゐる。



へ
ば
上
記
の
「
均
衡
期
間
」
と
い
ふ
が
如
雪
、
何
ら
h
の
内
容
的
意
味
を
含
む
に
到
っ
た
と
青
始
め
て
、
問
題
が
起
る
が
、
此
の
揚
合

先
づ
、
凡
て
融
出
動
は
期
間
白
切
目
に
於
で
の
み
起
る
と
ナ
る

p
y
グ
ア
ル
の
仮
定
は
明
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
期
間
白
長
短
如
何
に

拘
ら
宇
、
此
の
仮
定
は
序
け
ら
る
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。

同

然
し
、
今
の
揚
合
此
の
馳
に
比
し
て
透
か
に
軍
要
た
の
は
、
諸
個
人
が
債
格
に
つ
い
て
完
全
友
る
知
識
を
有
し
、
そ
の
結
果
、
期

問
中
安
定
せ
る
均
衡
が
支
配
す
る
と
い
ふ
仮
定
で
あ
る
。
先
づ
と
れ
に
つ
い
て
原
則
的
な
る
批
評
を
絞
ぺ
ょ
う
。

1
l既
に
燭
れ
た

や
う
に
、
債
格
形
成
と
需
要
供
給
に
つ
い
て
の
諸
個
人
の
態
度
決
定
と
の
聞
に
は
、
仮
に
上
闘
を
以
て
表

は
し
得
る
如
昔
、
相
互
作
刑
閥
係
が
存
し
、
此
の
螺
旋
的
相
互
作
用
関
係
は
如
何
に
短
い
期
聞
を
と
っ
て

も
、
無
限
に
反
覆
さ
れ
得
る
如
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
リ
ン
グ
ア
ル
の
俄
定
は
、
此
の
相
互
作
用
が

一
度
し
か
行
は
れ
ね
己
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
此
の
循
環
は
一
際
自
己
完
了
的
で
あ
る
と
柳
川

さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
か
か
る
前
提
の
下
で
は
解
決
さ
る
べ
昔
問
題
が
解
決
さ
れ
宇
に
残
る
と
と
、
既

遁
の
通
り
で
あ
る
。
か
〈
て
、
か
か
る
無
限
に
反
覆
さ
れ
る
此
の
螺
旋
的
相
互
作
用
闘
係
を
是
認
す
る
己

と
か
ら
、
粧
済
艶
勤
理
論
は
出
費
し
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

言
葉
を
換
え
て
云
へ
ば
斯
う
で
あ
る
。

恒
町
咽
円

F
R
 

寸
合
理
的
錯
誤
L

が
経
済
同
盟
勤
理
論
に
於
て
中
心
的
位
置
を
占
め
る
事
寅
は
改
め
て
論
争
る
ま
で
も
友
い
が

理
的
錯
誤
に
正
し
い
位
置
を
認
め
る
こ
と
を
凶
難
な
ら
し
め
る
如
昔
此
の
仮
定
は
最
平
支
持
し
難
い
。

今
問
題
と
す
る
リ
ン
グ
ア
ル
の
偲
定
は
此
の
合
川
崎
的
錯
一
設
の
快
如
を
意
味
す
る
も
の
と
も
一
五
へ
ょ
う
。
合

期
間
分
析
と
均
衡
概
念

然
し
問
題
は
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
左
い
。
上
記
の
如
〈
リ
ン
ダ
ア
ル
は
、
夫
々
の
期
間
中
を
過
し
て
、
需
要
と
供
給
と
の
一
致
が

輔
四
披

六』

時
五
十
巻

四
九
五



期
間
分
析
と
均
衛
概
念

第
五
十
巻

四
九
六

第
四
競

:fL 
四

保
た
れ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
均
衡
が
成
立
す
る
と
と
を
俄
定
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
と
己
に
云
ム
需
要
供
給
と
は
何
で
あ
る

か
。
用
調
此
の
「
均
衡
的
方
法
」
の
苦
闘
す
る
と
と
ら
が
本
来
静
皐
的
用
共
の
援
動
現
論
へ
の
誼
用
で
あ
る
と
と
か
ち
す
れ
ば
、
己
己
に

需
要
乃
至
供
給
と
は
、
静
接
的
却
論
が
取
扱
ム
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
然
し
変
動
過
程
が
問
題
で
あ
る
限
り
、
か
か
る
概
念

の
み
で
事
態
を
底
辺
し
得
む
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
印
ち
、
動
皐
的
需
要
回
数
及
び
動
曲
学
的
需
要
函
教
を
栴
念
せ
ざ
る
を
得
ぬ
筈
で

あ
る
。
然
し
リ
ン
グ
7
1
y
は
一
方
に
於
て
は
か
か
る
概
念
規
定
を
町
否
し
つ
つ
、
然
も
他
方
に
於
て
、
例
へ
ば
消
費
財
供
給
量
(
有
名

な
方
程
式
同

2
4
1
L
U
A
M
に
於
け
る
の
)
の
取
扱
ひ
に
於
て
ス
ト
ッ
ク
を
差
引
い
て
ゐ
る
と
と
が
示
す
株
に
、
需
要
及
び
供
給
の
概
念

を
純
粋
に
静
態
現
論
的
意
味
に
於
て
は
使
則
し
ナ
一
ゐ
左
い
。
此
の
結
果
は
、
上
記
の
仮
定
が
内
容
的
に
一
詩
的
た
り
得
、
?
、
需
要
及

び
供
給
と
し
て
仰
を
概
念
す
る
か
に
よ
っ
て
種
々
様
々
の
意
味
を
持
ち
得
る
と
い
ム
己
と
で
あ
る
。
此
の
離
に
つ
い
て
リ
ン
グ
ア
ル

〈註」

の
此
の
俄
定
は
陵
昧
を
合
み
、
形
式
的
に
と
れ
を
解
す
れ
ば
そ
の
政
論
内
容
と
矛
盾
す
る
。
然
し
若
し
一
歩
主
進
め
て
需
要
供
給
白

翻
念
を
羽
賀
に
卸
し
て
規
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現
費
に
於
て
は
貰
ら
れ
た
だ
付
の
数
量
し
か
買
は
れ
や
、
買
は
れ
た
数
量
だ
け
し

か
責
ら
れ
在
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
仮
定
は
仮
定
と
し
て
杢
〈
無
意
味
に
蹄
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
此
の
仮
定
は
放
棄
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
此
の
動
皐
的
意
味
に
於
け
Z
需
要
及
び
供
給
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
た
か
、
そ
の
技
術
的
理
由
は
如
何
一
な
る

も
の
?
あ
る
か
、
そ
の
心
現
的
動
機
は
如
何
な
る
も
白
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
問
題
は
残
る
。
経
済
時
出
動
理
論
は
、
常
に
需
給
白
一

致
す
る
と
と
る
に
債
格
が
定
ま
る
と
い
ふ
自
明
の
事
寅
を
旧
渡
期
と
し
、
此
の
需
要
及
び
供
給
が
如
何
に
し
て
夫
々
一
定
D
大
さ
に

定
ま
っ
た
か
を
明
か
に
す
る
こ
と
か
ら
分
析
を
始
め
ね
ば
友
ら
由
。

し
か
し
今
若
し
以
上
の
主
張
に
し
て
是
認
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
亦
、
リ
ン
グ
7
1げ
の
批
判
者
と
し
て
現
れ
た
ミ
ユ
ル
ダ
ア

此羊白概念にワいては、拙稿」静串的均間理論と動串化白問題， (担情論叢四
七ノニ)に紹介 Lたる R.Fri~ch 白詑明を事照されたい。
最近 Hicksが探らんと Lつつある立場はこれである。 Hiclζs: Value and 
Capital， p. 131 を見よ。私は嘗て此D立場日最もす「れた代車者を R.Frisch 
に見出 L、これを」瞬間均衡的分析， (rnomentary equilibrium.， analy:ois)と呼
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ル
の
積
極
的
主
張
自
慢
も
亦
批
判
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
と
と
に
友
ち
う
。
問
題
と
さ
る
べ
雪
論
黙
は
、
彼
の
展
開
の
う
ち
最
も
著
聞
に

属
す
る
と
己
ろ
の
、
か
の
エ
ク
ス
・
ア
ン
チ
と
エ
ク
ス
・
円
ホ
ス
ト
と
の
計
算
の
匝
別
に
闘
す
る
。
此
の
匝
別
に
つ
い
て
は
詳
論
を
避

け
る
が
、
此
の
同
別
の
意
義
は
、

一
度
樹
京
さ
れ
た
計
撃
は
常
該
期
間
中
は
凌
更
さ
れ
る
と
と
た
〈
寅
施
さ
れ
る
、
と
い
ム
鮪
に
存

す
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
錯
誤
に
叫
制
す
る
修
正
が
不
断
に
行
は
れ
、
か
〈
て
営
該
期
間
中
に
あ
っ
て
す
ら
も
計
葺
が
絶
え
十
鐙

更
苫
れ
る
揚
合
に
は
、
此
の
匝
別
は
最
早
本
来
の
意
義
主
失
ム
と
云
は
ね
ば
友
ら
由
。
(
白
羽
前
乙
の
震
に
現
想
要
素
の
導
入
が
不
可
能
、
と
な

る
需
で
は
な
い
。
)
然
る
に
若
し
ミ
ユ
ル
グ
ア
ル
が
リ
ン
グ
ア
ル
批
判
の
立
揚
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
錯
誤
に
針
ナ
る
不
断
の
修
正

を
認
め
ね
ば
な
ら
友
〈
在
る
が
、
此
の
と
と
は
上
記
の
範
晴
匝
別
の
方
法
的
意
義
の
存
定
に
導
〈
他
な
い
で
あ
ら
う
。
在
ほ
こ
の
己

と
が
ミ
ユ
ル
グ
ア
ル
の
貨
幣
的
均
衡
の
理
論
の
内
容
自
惜
と
ど
う
閥
係
す
る
か
に
つ
い
て
は
別
に
論
宇
る
機
曾
を
待
つ
。
兎
忙
角
ミ

ユ
片
ダ
ア
ル
の
如
〈
期
間
分
析
を
方
法
的
に
否
定
す
る
限
り
、
エ
ク
ス
・

7

ン
テ
と
エ
ク
ス
・
ポ
ス
ト
と
の
計
算
白
匝
別
は
そ
の
基

礎
を
失
ふ
の
で
あ
っ
て
、
と
と
に
リ
ン
グ
ア
ル
の
「
不
均
衡
的
方
法
L
の
構
想
を
必
要
と
す
る
迎
由
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

(
詰
)
「

n
p
シ

r
ア
ル
町
一
間
式
に
失
業
を
と
り
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
喪
業
は
常
に
明
か
に
、
そ
の
時
ミ
の
慣
特
に
於

c
は
完
全
に
需
要

さ
れ
ざ
る
供
給
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
然
同
様
の
こ
と
は
其
他
の
取
引
の
封
策
に
も
安
首
す
る
。
此
白
失
業
部
費
動
過
程
に
於
て
演
ず
る
役

割
に
づ
い
て
白
リ
ン
グ
ア
ル
の
極
め
て
興
味
あ
る
説
明
は
、
そ
の
続
融
的
内
蒋
的
部
分
に
於
て
は
被
が
幸
に
も
そ
白
謬
れ
る
理
論
的
要
具
を
忘

札
て
ゐ
る
と
、
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
」
(
冨
ヨ
L
P
-
O
E
旬。
Z
M
E悶
Z
G
日
-
F
r
u
g
=
-
2
ω

ぬい目。)

リ
ン
グ
ア
ル
の
新
著
つ
貨
幣
及
び
資
本
の
迎
詩
酬
の
研
究
」
第
一
部
(
叶
F
o
g
E
2
n
〉

E
H
O
R
V
E
T
S
。自の

3
2
4
)
は
最
紅
白
線
白

方
法
的
立
揚
を
明
か
に
じ
た
も
の
で
あ
る
が
J

E

れ
に
於
で
彼
は
以
上
で
問
題
と
し
た
彼
の
所
間
「
均
衡
的
方
法
L

に
ま
さ
る
も
の
と

期
間
分
析
と
均
衡
概
念

第
五
十
巻

第
四
錦

九
五

四
九
七• 

んで、期間骨折に封立せしめたo (志向稿、ロパー 1ソンの物債費動理論、鯉搾
前叢、四九ノー) Hicks のh-tた、 temporaTyequiliLl"iUIIl a\l aly::;i~ の前者、白
距離は後者への距離よりはあかに小きい。此の意味に於て、 Lindahlv如〈、
Hicks 由方訟を Lindah.l的意味に於けるし均時的方法寸と同一視する白は正
L<ない。



期
間
分
析
と
均
衡
概
念

四
九
八

静
岡
続

九
六

情
五
十
巻

し
て
新
し
ぐ
「
不
均
衡
的
方
法
」

2
2宮
-
F
E
E
Z
E
E
)
を
提
唱
し
て
ゐ
h
v
o

前
節
で
抽
出
め
論
じ
た
通
り
、
「
均
術
的
方
法
」
の
吟
味

に
営
つ
て
は
ミ
ユ
ル
グ
ア
ル
の
批
判
を
考
慮
し
て
、
そ
の
指
摘
し
た
依
黙
を
承
認
し
で
ゐ
る
が
、
然
し
此
の
と
と
は
決
し
て
期
間
分

析
。
方
法
の
放
棄

E
意
味
す
る
も
の
で
は
友
く
、
車
に
動
副
学
的
経
過
の
均
衡
期
間
へ
の
分
割
の
放
棄
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
宇
、
新
し

〈
提
唱
す
る
「
不
均
衡
的
方
法
」
は
、
そ
の
本
質
に
於
て
、
ど
れ
に
代
ふ
る
に
動
皐
的
経
過
の
不
均
衡
期
間
へ
の
分
釧
を
以
で
ぜ
ん
と

ず
る
も
白
に
他
た
ら
友
い
の
で
あ
っ
て
、
然
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
の
ヱ
ク
ス
・
ア
ン
テ
と
エ
ク
ス
・
ポ
ス
ト
と
の
計
算
の
一
匝
別
は

そ
の
創
始
者
た
る
ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
白
理
論
に
於
は
る
よ
り
も
、
透
か
に
泊
首
左
方
法
的
基
礎
を
得
る
と
と
に
在
る
の
で
あ
る
。
と
と

に
於
て
は
、
期
間
概
念
は
均
衡
期
間
と
し
て
の
意
味
を
失
ふ
け
れ

E
も
、
然
し
そ
の
問
諸
個
人
の
経
済
計
査
が
不
竣
に
保
た
れ
且
侭

格
も
亦
固
定
さ
れ
る
期
間
と
し
で
命
重
要
友
る
経
済
的
意
味
を
保
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
時
明
言
す
れ
ば
、
愛
動
過
程
は
、
従
前
通

り
、
短
い
期
闘
に
分
割
喜
れ
、
計
査
の
修
正
及
び
債
格
白
綾
動
は
た
だ
期
聞
の
切
目
に
於
て
の
み
起
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此

白
山
揚
合
注
目
す
べ
き
は
、
か
か
る
方
法
の
現
寅
的
基
礎
が
一
居
深
刻
且
詳
細
に
反
省
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
以
下
此
D
貼
に
つ

い
で
彼
の
展
開
を
紹
介
批
判
し
よ
う
。

リ
Y
グ
ア
ル
は
、
上
記
白
如
き
経
済
的
意
味
を
有
ず
る
「
期
間
」
概
念

E
動
態
的
分
析
。
基
礎
た
ら
し
め
ん
と
す
る
白
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は

一
言
に
し
て
云
へ
ば
、
現
質
的
な
る
が
故
に
他
友
ら
ぬ
。
即
ち
現
貨
に
於
て
、

一
旦
樹
立
さ
れ
た
経
済
計
書
は
一
定

白
期
間
D
間
無
修
正
に
止
め
ら
れ
、
計
霊
の
修
正
は
非
運
績
的
に
し
か
行
は
れ
な
い
。
同
様
に
し
て
債
格
縫
動
も
亦
非
連
続
的
に
し

か
行
は
れ
ぬ
。
此
等
の
事
情
が
か
か
る
期
間
概
念
の
導
入
を
根
操
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
期
間
中
に
於
て
需
要
と
供
給
と

の
一
設
が
保
諾
さ
れ
る
必
然
性
は
何
鹿
に
も
泣
く
、
従
っ
て
此
白
期
間
は
不
均
衡
期
間
で
あ
る
。
然
ら
ば
リ
ン
グ
ア
ル
は
、
如
何
な

Hicks によれば、貯蓄主投委主白均畢仕、軍~ ex p田 tの計算についで白品
?な〈、 exante円計算についても成立つといふ。 (Val田 andCapital. p. I83.) 
My;d~f も靖之 Lindahl と封跡的なる立場を貰かんとすれば、かかる結論に到
達せざるを得ないであらう。然 L乍 G Hicksの如〈云ぷ場合にあっては、 ex
anteと expoはと D計算の匝別岨、但定が取換へられたため、そ白本来D意

4) 



る
意
味
に
於
て
計
費
修
正
が
非
遁
績
的
で
あ
る
と
い
ふ
白
か
、
ま
た
偵
格
形
成
が
非
運
績
的
で
あ
る
と
い
ふ
の
か
、
而
し
て
ま
た
そ

の
と
と
は
如
何
に
し
て
上
記
白
期
間
概
念
の
導
入
を
根
磯
付
け
る
か
、
此
の
、
知
の
詳
細
な
展
開
は
確
か
に
リ
ン
グ
ア
ル
の
新
し
い
寄

興
の
一
つ
に
数
へ
ら
れ
る
か
ら
、
詳
細
に
彼
の
主
践
を
問
〈
己
と
に
し
よ
う
。

ν
ヂ
ス
タ
ア

先
づ
第
一
白
貼
に
つ
い
て
。
ー
ー
人
間
は
白
日
の
周
岡
に
起
る
一
切
回
出
来
事
を
蓮
続
的
に
記
録
す
る
と
と
は
由
来
由
と
い
ム
、
人
問
。
知
識
白

不
完
全
(
時
宮
山
富
官
民
R
E
3
3
邑

y
d
g
E
E
o
t
z問
。
)
白
事
貨
か
ら
彼
日
出
設
す
る
。
人
聞
は
、
或
る
一
定
期
間
中
待
ら
れ
た
結
果
全
韓
を
概
捧

L

或
は
一
定
時
結
に
闘
す
る
重
要
出
来
事
だ
け
を
記
録
し
て
、
周
間
町
出
事
事
を
非
連
繍
的
・
問
歌
的
に

(
E
Z
E
R
2
M
m】
可
)
考
慮
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

担
済
主
陣
白
斑
想
及
び
計
書
が
非
謹
繍
的
に
し
か
鑓
ら
白
と
い
ふ
こ
と
は
、
此
白
事
貨
の
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
此
白
意
味
に
品
目
て
計
責
は
少
〈

と
も
、
事
情
の
盤
勤
が
意
識
さ
れ
て
弐
に
再
び
意
識
さ
れ
る
ま
で
に
経
過
す
る
と
こ
る
の
「
記
帳
白
期
間
」
(
宮
口
。
一
色
色
町
品
E
E
E。
旦
白
聞
は
固
定
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
部
棚
田
副
が
意
識
さ
れ
て
計
責
修
正
が
決
意
さ
れ
る
ま
で
に
も
多
か
れ
少
品
れ
若
干
白
時
間
が
超
過
す
る
か
、
b
、
「
計
査
が
固
定
さ
れ

て
ゐ
る
期
間
」
(
宮
口
。

P
5
F
F
E
z
-
2
E時同
v
r
p
A
)

は
此
の
「
記
帳
白
期
間
」
よ
り
も
長
い
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。

以
上
は
個
人
に
つ
い
で
白
マ
イ
ク
ロ
・
ヱ
ヨ
ノ
ミ
ツ
タ
な
考
察
忙
す
ぎ
な
い
。
前
面
白
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
世
官
経
済
全
世
に
闘
す
る
マ
イ
ク
ロ
-

Z

コ
ノ
さ
ツ
ク
な
考
察
忙
闘
し
て
は
ど
う
で
る
ら
う
か
@
こ
れ
に
つ
い
て
先
づ
彼
は
究
白
如

f
注
意
す
る
。

「
マ
ク
ロ
・
エ
コ
ノ
ミ
ヴ
ク
な
費
敷
は
凡
て
時
の
函
致
、
と
肴
倣
す
こ
と
が
闘
車
る
。
然

L
性
意
を
要
す
る
の
は
、
夫
等
を
便
宜
的
に
時
の
連
続
函
教
と

し
て
定
義
し
待
ぬ
と
い
ふ
こ
と
、
と
れ
で
あ
る
。
問
題
と
さ
れ
る
行
動
の
或
る
も
白
、
例
へ
ば
憤
絡
の
巾
出
・
販
賀
・
其
他
白
取
引
の
如
き
は
、
殿
密

に
一
耳
ふ
と
き
、
タ
イ
ム
ニ
ア
イ
メ
ン
シ
ヨ

y
を
持
た
向
。
従
っ
て
尭
等
は
特
定
時
貼
に
封
鹿
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
も
な
け
れ
ば
結
果
全
般
が

計
算
さ
れ
る
ヂ
う
な
或
る
一
定
白
期
間
に
割
膝
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
由
。
例
へ
ば
生
産
に
投
下
さ
れ
る
用
設
の
量
の
如
く
、
タ
イ
ム
・
デ
ィ
メ
ン
シ

ョ
ン
を
有
す
る
費
教
が
此
白
他
に
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
指

L
曲
目
場
に
あ
っ
て
す
ら
も
誼
常
問
題
な
の
は
或
る
一
定
の
期
間
に
封
ず
る
結
果
全
世
で
あ

っ
て
、
失
ミ
に
起
る
連
績
的
費
動
で
は
な
い
。
か
〈
て
マ
ク
ロ
・
エ
コ
ノ
号
、
ツ
ク
な
現
象
の
場
合
に
あ
っ
て
も
ま
た
、
料
開
設
展
は
、
得
ら
れ
た
結
果

杢
世
が
計
算
さ
れ
る
却
さ
期
聞
に
分
割
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
若

L
若
干
の
場
合
費
故
白
数
値
が
或
る
一
定
時
貼
に
闘
し
て
確
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
な
b

ぽ
、
曲
目
駄
を
恥
か
る
期
間
D

切
目
た
ら
し
品
る
の
が
最
も
曲
宜
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
叫
」

と
と
る
で
輯

L
、
こ
こ
に
考
ふ
べ
き
事
情
が
存
ず
る
。
か
か
る
マ
ク
ロ
・
昌
司
ノ
ミ
ツ
ク
な
羽
車
は
諸
個
人
目
相
一
且
渦
宜
的
な
経
済
活
動
目
合
成
的

な
結
果
で
あ
る
が
、
比
事
諸
制
人
白
経
済
計
査
は
決
し
て
互
に

g
B切
さ
げ

]0・
00EMU-Z円
で
あ
る
と
は
限
ら
ぬ
。
綿
花
商
人
は
綿
花
百
斤
セ
十
回
で

期
間
分
析
、
と
均
膏
栴
念

第
四
競

九
七

部
五
十
巻

四
九
九

義を央ってゐるととを注意すべきである。
此白著 書 り う ち 第 一 部 みD泊三相品て白設表に周["弛の部分は既に瑞典語で

畿表されたものの英聾である。
Money and Capital， p. 60 
島直oneyand Capital， pp. 40-60. 
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期
間
分
析
と
均
骨
概
念

第
五
十
巻

五

O
O

第
四
掠

九
ハ、

賓
る
抽
開
想
白
下
に
計
算
を
樹
て
、
紡
績
業
者
は
綿
花
百
斤
六
五
閣
で
買
ム
理
想
白
下
に
計
査
を
準
的
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
少
〈
ー
と
も
用
者
の
う
ち
何
れ

か
は
早
晩
拍
車
怨
1c
計
者
共
一
世
悟

E
せ
ぎ
る
奇
得
白
で
あ
ら
う
。
か
〈
の
如
〈
理
想
の
不
一
致
ほ
詐
品
川
町
幡
宣
砂
血
然
な
ら
し
め
る
が
、
一
杭
骨
嗣
情
且
悼

を
遁
ピ
て
見
札
ぽ
、
荷
価
人
が
央
ミ
潤
立
に
行
動

L
夫
ミ
相
手
町
行
動
に
ワ
い
て
完
全
な
る
知
識
を
扶
如
ナ
る
以
上
は
、
絶
え
ず
随
慮
に
於
で
か
か
る

預
想
の
不
一
設
が
時
揮
し
、
計
賓
の
接
廷
が
繰
返
さ
れ
る
。
此
の
事
情
は
上
記
の
如
〈
純
過
を
期
間
に
分
割
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
、
b
し
め
る
も
の
で

ほ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
か
恥
る
事
情
に
つ
い
て
リ
シ
グ
ア
ル
は
か
う
考
へ
る
。
比
白
事
情
あ
る
が
故
に
期
間
は
話
ふ
限
り
恒
〈
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
白
出

然
L
乍、
b
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
「
計
査
の
修
正
圭
連
続
的
と
考
ふ
る
必
要
は
な
い
。
肱
謹
白
如
〈
新
し
い
計
査
を
寅
施
ナ
ペ
き
決
意
は
若
干
の
特
定

時
貼
に
配
置
さ
れ
得
る
か
ら
、
所
奥
の
場
合
に
於
て
は
此
轄
の
時
貼
白
聞
に
は
、
そ
の
間
一
切
の
計
壷
が
不
躍
に
保
た
る
る
が
如
き
或
る
時
間
が
常
に

Mm
過
せ
ね
ば
な
ら
由
。
絞
っ
で
署
ミ
の
闘
式
は
、
使
用
さ
れ
得
る
時
聞
が
充
分
短
期
で
る
る
な
ら
ば
、
際
密
に
論
理
的
な
槻
貼
か
ら
し
て
も
、
間
接
に

適
用
し
て
差
文
へ
な
い
。
更
に
亦
吾
ミ
の
岡
式
を
貸
際
白
問
題
に
蝿
用
す
る
に
常
つ
で
は
、
計
費
控
勤
白
聞
に
経
過
す
る
期
間
は
甚
だ
短
い
も
の
で
な

〈
、
質
際
的
意
義
る
る
だ
け
の
長
さ
を
持
つ
I
C

朋
同
定
す
る
こ
と
は
、
極
は
め
て
正
常
な
償
定
で
あ
る
貼
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
α」

次
に
第
二
の
駄
に
移
る
句
債
格
形
成
が
非
連
続
的
に
し
か
行
は
礼
ぬ
と
い
ふ
主
取
を
説
明
す
る
潟
に
、
彼
は
、
一
闘
の
人
人
(
買
手
で
あ
る
と
と
も

あ
る

L
、
買
手
で
あ
る
と
と
も
あ
る
が
、
以
下
筒
車
の
震
買
手
と

L
て
置
く
V

が
債
格
を
申
聞
で
す

F
q
他
白
人
、
、
が
と
れ
を
受
容
す
る
す
R
0
1
)

閲
係
に
於
て
倒
絡
が
形
成
さ
れ
て
行
〈
と
と
に
曲
目
す
る
。
更
に
披
は
此
の
上
に
、
か
〈
の
如
〈
市
出
ら
れ
た
債
格
ほ
残
り
の
買
手
控

1
1晋
ミ
は
賓

字
白
一
部
が
倒
格
を
申
困
る
主
恒
定
し
た

l
ー
も
、
車
全
部
の
買
手
控
も
凡
て
直
ち
に
此
の
慣
格
を
受
梓
す
る
、
と
い
ふ
但
定
を
設
け
る
。
「
か
〈
て

債
格
形
成
過
桂
は
蓮
額
的
な
も
の
で
は
な
い
。
グ
ラ
フ
で
表
せ
ば
、
供
給
債
権
及
び
需
要
領
格
は
時
間
軸
に
平
行
で
あ
-P
、
債
格
出
費
動
ず
る
鞘
に
於

て
不
謹
縞
で
あ
る
。
此
轄
の
慣
絡
に
於
て
行
は
れ
る
取
引
は
、
此
撃
の
債
格
が
取
極
め
ら
れ
る
時
輸
に
於
て
時
間
軸
に
垂
聞
な
同
線
と
し
て
表
は
さ
れ

る。」以
上
白
如
〈
に
し
て
計
聾
の
修
主
も
債
格
形
成
も
凡
て
非
謹
繍
的
に
し
か
行
は
れ
向
、
と
品
さ
れ
る
が
、
更
に
許
帯
修
主
時
貼
と
間
格
形
成
時
貼
と
は
、

前
前
節
目
場
合
と
同
様
に
、
同
一
で
あ
る
と
但
定
き
れ
る
。
即
ち
、
期
聞
の
切
目
に
於
て
計
壷
の
惇
E
も
伺
格
形
成
も
凡
て
一
事
に
有
は
れ
る
白
で
あ

る
。
「
中
心
的
な
る
債
格
形
成
問
題
仕
掛
問
中
何
か
起
る
か
に
悶
接
聞
せ
ず
L
て
、
寧
ろ
期
間
の
推
移
動
忙
於
て
起
る
と
と
ろ
の
複
雑
な
る
同

事
事
に
闘
す
る
、
」
と
云
ほ
れ
る
の
も
此
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
。

リ
ン
グ
ア
ル
の
斯
問
問
「
不
均
衡
的
方
法
」
の
内
容
は
略
柄
、
以
上
の
如

f
で
あ
る
が
、
然
h
e

円
ぽ
此
町
一
方
法
は
如
何
忙
見
九
る
ペ
青
で
あ

A時
16
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ら
う
か
。
此
の
方
法
は
嘗
て
械
が
採
用
し
た
と
と
る
白
均
衡
的
方
訟
を
補
正
し
て
剰
す
と
こ
ろ
た
き
も
の
と
宥
倣
さ
れ
得
る
で
あ
ら

号
か
。
抽
出
め
注
意
す
べ
き
は
、
市
四
割
構
詰
に
つ
い
て
の
紋
の
説
切
で
あ
る
。
市
場
参
加
者
を
債
絡
を
申
出
る
人
ぞ
と
と
れ
を
受
容
す

る
人
ξ

と
に
回
分
す
る
構
想
は
調
出
的
市
揚
形
態
を
前
提
す
る
か
に
見
え
る
。
然
し
、
問
閣
が
同
盟
動
過
程
忙
関
す
る
今
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
調
占
的
要
素
が
存
し
友
い
揚
合
に
も
此
白
構
想
は
遡
肘
出
来
る
。
従
っ
て
此
の
臨
に
問
題
は
存
し
な
い
と
見
得
る
が
、
帥
拙

し
競
一
守
者
が
多
く
た
る
に
従
ワ
て
、
己
れ
に
附
随
す
る
俄
定
、
印
ち
或
る
入
廷
の
債
格
の
申
出
K
封
し
て
他
白
人
と
が
直
ち
に
こ
れ

そ
受
容
し
、
申
出
ら
れ
た
債
俸
は
或
る
一
定
期
間
の
問
は
市
揚
を
支
配
す
る
と
い
ふ
仮
定
の
受
首
性
は
、
逐
次
減
少
す
る
で
あ
ら
う
。

次
に
注
意
主
要
す
る
の
は
、
此
の
リ
ン
ダ
ア
ル
の
構
想
が
期
間
分
析
に
と
っ
て
組
は
め
て
好
都
合
な
黙
で
る
る
。
印
ち
、
エ
ク
ス

ア
シ
テ
の
計
算
?
と
エ
ク
ス
・
ポ
ス
ト
と
の
計
算
を
一
際
師
別
し
つ
つ
、
然
も
刑
者
を
摘
首
に
結
合
す
る
と
と
に
土
っ
て
、
経
済
経
動

過
程
を
理
論
的
に
再
構
成
せ
ん
と
す
る
期
間
分
析
に
射
し
て
、
此
の
「

I

不
均
衡
的
方
法
L

は
貫
に
恰
好
の
方
法
的
基
礎
を
形
成
す
る
υ
寧

ろ
彼
の
研
究
は
此
の
意
味
で
の
期
間
分
析
が
如
何
な
る
方
法
的
前
提
に
立
脚
す
る
か
骨
明
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
に
他
友
ち
宇
、
従

っ
て
ロ
パ

7

T
ソ
ン
的
方
訟
の
精
務
化
乃
至
某
礎
付
け
と

L
て
車
十
読
史
的
に
特
徴
づ
け
得
呂
、
と
云
っ
て
も
決
し
て
趨
一
一
日
で
は
た
い
d

例
へ
ば
リ
ン
グ
ア
作
は
展
望
的
範
時
と
岡
刷
的
範
鴫
と
の
闘
係
を
論
・
ず
る
に
営
っ
て
、
貨
幣
支
出
(
生
産
的
目
的
及
び
常
費
目
的
自
ー
た
品

白
そ
れ
)
が
、
債
格
の
如
何
に
拘
ち
宇
、
設
定
通
り
注
さ
れ
る
と
い
ふ
仮
定
の
貴
義
を
力
説
し
て
ゐ
る
が
、
此
偲
定
は
、

ロ
パ
ア
ト

ソ
Y

が
一
暗
鰍
白
、
然
し
決
定
的
重
要
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
背
後
に
潜
め
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
既
に
論
じ

た
通
り
、
貨
幣
数
量
設
に
つ
い
て
雨
者

ω
見
解
は
極
端
に
針
蹴
的
で
あ
り
、
此
白
結
某
の
故
で
で
も
あ
ら
う
が
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
V

は

取
引
数
量
所
興
に
し
て
と
れ
と
貨
幣
の
流
れ
と
の
関
係
よ
り
債
格
が
定
ま
る
と
見
る

D
K
封
し
て
、
リ
ン
グ
ア
ル
は
債
格
が
抽
出
め
指

期
間
分
析
主
均
衛
概
念

算
五
十
巻

九
九

五
O 

第
四
観

此の貼及V:Tl下については、拙稿Lロバアトツシ白柏f酉聖母勤理論寸[趨済論叢、
囲九ノー〉を参照さ札たし、。



期
間
分
析
と
均
情
概
念

事
五
十
品
世

O 
O 

一正

O 

第
四
披

令
さ
れ
数
量
が
と
れ
に
膝
や
る
と
見
る
白
で
あ
る
が
、
今
此
の
貼
は
吾
川
、
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
か
く
て
別
の
機
合
忙
詳
論
せ

る
如
き
期
間
分
析
の
長
所
は
直
ち
に
と
っ
て
此
の
「
不
均
衡
的
方
法
」
の
長
所
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
邸
ち
、
此
の
方
法
忙
よ
れ
ば

一
定
白
イ
=
シ
ア
ル
・
ポ
ヂ
シ
ヨ
ン
と
弐
と
に
受
動
し
行
く
興
相
と
が
輿
へ
ら
れ
た
揚
合
、
如
何
に
し
て
債
格
白
費
動
が
生
や
る
か

を
、
議
想
要
素
を
顧
慮
し
つ
つ
、
従
っ
て
動
機
に
ま
で
捌
り
つ
つ
、
附
果
的
に
跡
づ
け
得
る
の
で
あ
る
。
然
も
此
の
揚
合
期
間
中
支

配
ナ
る
般
態
世
議
め
均
衡
と
慨
定
せ
ぬ
己
と

ιよ
っ
て
、
「
均
衡
的
方
法
」
の
既
遮
の
難
貼
を
兎
れ
得
て
ゐ
る
が
、
更
忙
亦
此
に
よ
っ

て
仮
格
溌
動
の
閃
果
的
説
明
も
可
能
と
な
っ
℃
ゐ
る
。
削
ち
、
此
揚
合
債
絡
は
、
成
程
直
接
的
に
は
た
だ
債
格
を
巾
出
る
人
と
の
恋

意
に
よ
っ
て
指
令
さ
れ
る
と
と
に
在
っ
て
ゐ
る
け
れ

E
も
、
然
し
間
接
に
は
、
此
等
の
人
ミ
の
態
度
を
定
め
る
の
は
過
去
の
市
場
の

状
況
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
償
格
は
市
揚
の
欣
仰
に
基
づ
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
と
に
在
る
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に

於
て
リ
ン
グ
ア
ル
の
此
の
構
想
は

一
方
に
於
て
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
そ
れ
よ
り
も
精
一
平
切
を
快
ぐ
に
し
て
も
、
然
し
そ
れ
に
上
っ
て

致
命
的
快
射
を
受
く
る
に
到
ら
宇
、
よ
〈
期
間
分
析
の
方
法
的
長
所
主
資
抑
せ
る
も
の
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
ら

h
o

か
く
の
如
く
に
し
て
不
均
衡
的
方
法
は
、
よ
り
精
密
な
る
方
法
的
世
帯
礎
に
於
て
、
期
間
分
析
の
特
徴
主
議
開
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
同
時
に
そ
の
根
本
的
快
陥
を
そ
の
ま
ま
保
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
mv
割
に
つ
い
で
問
題
と
な
る
の
は
、

計
需
の
修
正
並
び
に
債
格
形
成
が
常
に
期
聞
の
切
目
に
於
て
の
み
友
さ
れ
る
と
い
ふ
恨
定
で
あ
る
。
此
の
偲
定
の
非
現
賓
伎
の
意
味

は
、
そ
の
内
脊
に
立
入
っ
て
視
察
す
る
と
昔
、
明
瞭
と
在
る
。
今
便
宜

t
特
定
商
品
の
市
場
主
考
へ
、
己
れ
に
於
て
債
格
を
市
出
る

も
の
は
賀
子
側
に
存
す
る
と
す
る
。
先
づ
此
り
仮
定
は
、
債
格
を
申
出
な
か
っ
た
寅
手
は
直
ち
に
そ
の
倒
絡
を
受
容
し
、
自
ら
の
供

給
曲
線
の
命
十
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
一
定
数
量
だ
け
供
給
す
る
と
と
を
意
味
す
る
。
此
の
賓
手
は
、
慢
に
よ
り
安
い
債
格
を
申
出
る

此の君臨に於て Moneyand Capital， pp. 74-136. Alg;ebraic Discu!;sion on the 
Re1ation:; between some Fundamenta.f Concepts. は投費及1f'貯蓄四概念規定
を明かにせるものと Lて致ふるととる多い。
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一
定
の
期
間
の
終
る
ま
で
は
、
領
地
叶
受
容
の
不
利
に
甘
ん
宇
る
。
己
れ
が
此
の

と
と
が
可
能
に
し
て
然
も
有
利
で
あ
る
と
し
て
も
、

仮
定
の
命
や
る
と
と
ろ
で
あ
る
吋
更
に
亦
、
貝
手
側
に
つ
い
で
云
へ
ば
、
彼
等
も
亦
此
の
申
出
債
格
を
需
要
す
る
が
、
良
子
は
該
商

ロ
聞
に
封
ず
る
需
要
曲
線
と
の
閥
係
忙
於
て
そ
の
需
要
量
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
此
の
受
容
俄
格
と
貨
幣
支
同
抽
出
定
額
と
の
闘
係

に
於
て
需
要
最
一
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
リ
ン
ダ
7
1
F
の
構
想
に
於
て
は
粧
品
何
現
論
の
停
統
的
要
具
と
し
て
の
需
要
曲
線
は
不

-
註
)

要
で
あ
る
。

俄
定
の
意
味
す
る
と
と
ろ
は
、
か
く
の
如
〈
非
現
質
的
で
あ
る
が
、
モ
の
結
果
生
宇
る
不
均
衡
に
於
て
は
一
一
暦
の
困
難
が
示
さ
れ

る
。
上
記
の
如
き
揚
合
、
買
手
が
み
」
の
抽
出
想
需
要
量
に
舷
宇
る
だ
け
の
供
給
を
な
し
、

W
H
手
側
の
需
要
量
が
己
れ
に
迷
せ
ぬ
と
き
は

市
揚
は
川
か
に
不
均
衡
に
陥
る
が
、
吾
と
は
此
の
場
合
に
つ
い
て
リ
ン
グ
ア
ル
に
、
此
の
供
給
に
不
足
せ
る
需
要
量
の
夫
と
の
買
手

へ
の
拡
分
け
は
如
何
に
し
て
行
は
る
る
か
、
を
問
ひ
度
い
と
瓜
ム
。
リ
ン
グ
ア
ル
の
立
揚
か
ら
は
此
の
問
題
は
、
現
寅
に
於
て
は
白

然
の
解
決
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
は
ら
や
、
結
局
答
〈
得
注
い
で
あ
ら
う
。

(
註
)

例
へ
ば
生
活
必
需
品
伺
格
が
鵬
賞
し
た
場
合
を
考
へ
よ
。
即
ち
、
買
手
に
封
L
V
理
想
以
上
に
誤
か
に
高
い
慣
格
が
此
撃
の
商
品
に
つ
い
て
申

田
で
ら
れ
た
と
せ
よ
。
此
の
場
令
需
要
数
量
は
恐
ら
〈
不
揮
に
止
め
ら
札
(
需
要
の
非
開
力
性
)
、
官
幣
支
出
が
噌
加
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ち
ら
。

即
ち
、
需
要
数
量
は
閥
完
Lhι
貨
幣
支
聞
と
の
聞
係
で
定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
〈
、
需
要
曲
線
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
向
同
R
同

vza

官
自
民
司
向
。

F
O
R
-
w
u

乃
至
三
五
回
一
庄
司
司
Z
E
E
Z
E
-
-
と
の
闘
停
に
つ
い
て
は
既
に
「
貨
幣
設
置
読
の
動
串
化
と
し
て
の
期
間
分
析
」
に
於

て
詳
論
し
た
。

期
間
労
析
と
均
栂
概
念

曲

F
i
f
巷

E 
O 

第
四
銃

O 

競争的要素かが強ければ此 D鮎は恐ら〈産業の構造と闘聯するととる多L、。
掴い程此偲定は非現質的である。
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